図１：ＣＤＰを意識した人事管理のイメージ
	職能資格等級
	標　準

モデル
	最　短

モデル
	職位
	①キャリア設計の考え方
	②異動・ローテーションの考え方
	③能力開発の考え方

	9等級


	53歳

	43歳

	管理職
	
	
	

	8等級


	(5年)

48歳
	(4年)

39歳
	
	
	
	

	7等級


	(5年)

43歳
	(4年)

35歳
	
	
	
	

	6等級


	(5年)
38歳
	(3年)
32歳
	中級職
	

	
	

	5等級


	(4年)

34歳
	(2年)

30歳
	
	
	
	

	4等級


	(4年)

30歳
	(3年)

27歳
	
	
	
	

	3等級


	(4年)

26歳
	(3年)

24歳
	初級職
	
	
	

	2等級


	(4年)

22歳
	(2年)

22歳
	
	
	
	

	1等級


	(4年)

18歳
	(4年)

18歳
	
	
	
	


注1) 職能資格等級および昇格モデル・職位は、全中作成。
注2) 特に専門的な経験・知識・スキル等を要する業務分野を担当する要員については、専門性強化の観点から中級職期間はコア人材として、当該業務を中心にローテーションを行う。
管理職の任用基準





登用基準





昇格基準





昇格基準








専門職





スタッフ


管理職





【ライン管理職】





任用基準により、適任者を任用する。





専門研修・資格





自己啓発





　　　　　　　　　　基本研修・資格　　　　　　　　　　　協同組合マインドの醸成に向けた取組み








＜6等級昇格者＞


キャリア設計Ⅱ





キャリア計画の確定


キャリア目標


達成計画





＜部門変更希望者（毎年）＞








自己申告





面談





キャリア計画


の見直し





面談





研修











昇格基準


本人の希望･適性





昇格基準





昇格基準





部門内異動を基本とする。





専門リーダー








専門リーダー








専門リーダー














【営農・経済】














【信用・共済】














【総務・企画】





＜目標設定面接（毎年）＞





能力開発計画





研修





面談





キャリア計画の確定


キャリア目標


達成計画





＜3等級昇格後3年目＞


キャリア設計Ⅰ











昇格基準





昇格基準





＜適性把握期間＞


○　複数の部門もしくは業務・拠点（支店・事業所等）を経験、職員各自の適性を把握する。


○　渉外職種など組合員と接点のある職種や業務は必須とする。





全職員対象に組合員と直接接する機会をつくる
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